女性集団芸能の大衆的確立
－小林一三の文芸的才覚と女性観から－
                                                    3年　柴田真梨子
1.はじめに
　近世以前の日本における女性の集団芸能は、古代から戦前にまで至る女性の地位の不安定さの歴史を伴って、いわゆる色物的な対象として周囲に受け入れられていた。しかし、明治から昭和にかけて日本の財界や政界で名を馳せた屈指の実業家である小林一三によって世に送り出された少女歌劇団が一気に国民的人気を獲得し大衆芸能として受け入れられるようになったことにより、女性の集団芸能の歴史は一新されることになる。大正3年の初公演以来、創立約95年目にして、今なお女性集団芸能の最たる例として名高い宝塚歌劇団。本稿では、この宝塚歌劇団誕生以前と以後の女性集団芸能の在り方を比較し、また、宝塚歌劇団の生みの親ともいえる小林一三の経営的才覚は勿論のこと、さらに彼の文芸的才覚や女性観が宝塚歌劇団を創立・存続する上でどのように作用したか、そして宝塚歌劇団によって女性集団芸能の大衆化を図った小林一三への評価等を重ねて検討していきたい。
2.近代以前の女性集団芸能
　女性の集団芸能の歴史はおよそ中世にまで遡る。平安時代初期には傀儡女、平安時代末期から鎌倉時代にかけては白拍子という女性の芸能集団がそれぞれ存在した。傀儡女は、定住地がなく、田畑を耕すことも無く、その身の所属をどこにも置かない放浪の芸能集団であった。傀儡女の芸は歌が主体であり、今様をはじめ催馬楽、田歌等じつに多彩な種類の歌を披露した。しかし、その容貌は独特の化粧法や所作によって弱々しい女性像を目指したものであったため(1)、それが男客の心を惹くままに売春へとつながる結果となった。続いて名高い源平合戦が起こる武士の世になると、傀儡女にかわって白拍子が歓迎されるようになる(2)。新しく登場した白拍子は、傀儡女と同様に今様を謡うものであったが、一方その容貌は、水干を着て太刀を携えそして烏帽子を被るような力強い男装姿で舞を舞うというものが主流であった。しかし、その斬新な異性装が主な男客層であった武士達に気に入られ、またたく間に売春が横行するようになった。このように中世期に起こった女性集団芸能は、男客を惹き入れ売春を目的とする色物的性格が強かった。そのため、この頃の女性芸能者は役者というよりも、遊女として認識される傾向があった。
しかし、このような状況は、近世初期に登場した歌舞伎の先駆者、出雲阿国によって一時的に打破されることになる。慶長8年4月に北野天満宮境内で、日本初となる歌舞伎踊りを披露した出雲阿国は、その類稀なる芸術性によって自らを純粋な女性芸能者として確立することに成功したのである。出雲阿国の類稀なる芸術性とは、世阿弥が登場して以降芸能の最たる例であった能の表現と全く切り離した歌舞伎踊りを生み出したところに依拠する。能は由緒正しい古典芸能を舞歌中心に舞台化したものであるが、出雲阿国が披露した歌舞伎踊りは「かぶき者」を主役にした寸劇をはさみながら歌と踊りを行う素朴な舞台であった。それまでの古典芸能には決して出てこない、当時の京都を闊歩していた「かぶき者」というならず者を通して、出雲阿国は芸能の世界に近世という新たな時代のエネルギーを吹き込んだのである。そのような出雲阿国の高い芸術性によって、彼女を含む阿国一座の女性芸能者たちは売春などとは完全に切り離れた、純粋な女性芸能者として存在したのであった。ただし、前述の通りこれは一時的なものであり、阿国歌舞伎の人気に便乗するようにその舞台世界を模して出現した女郎歌舞伎によって、再び女性の集団芸能は男客を惹き入れ売春を目的とする色物的性格が強まることになる。
出雲阿国が京都を去り地方巡業をするようになると、京都では遊女屋の亭主が主導となりあちらこちらで店の遊女を役者に仕立てて、遊女歌舞伎を敢行するようになった。遊女たちの歌舞伎踊りは出雲阿国に比べると完全な素人芸であったが、『伊勢物語』の在原業平などの色男を演じる遊女たちの色香は十分に男客の興味を引いた。女郎歌舞伎は評判を呼び後には江戸の吉原でも敢行され、時勢は阿国歌舞伎から一気に女郎歌舞伎へと傾いた。遊女屋の亭主が稼業として始めた遊女歌舞伎が栄えることによって、阿国歌舞伎で培われた芸術性、またそれに依拠した女性芸能者の純粋な役者としての在り方は徐々に失われていった。女郎歌舞伎は風俗壊乱を理由に寛永6年に禁止されるが、結果として、近世以前の女性集団芸能は男客を対象とした売春とは切り離せない、世間一般に受け入れられる大衆芸能とは成り得なかったのである。
3.宝塚歌劇団

　小林一三は大正7年に、宝塚音楽歌劇学校を創立した。この女学校は、当時大阪の三越呉服店で人気を博していた少年音楽隊から小林一三自身がヒントを得て編成した、少女唱歌隊を前身としてつくられたものである。少女唱歌隊は、明治44年に営業を開始した宝塚新温泉地において、女性客を対象としたイベントの余興のために編成されたもので、彼女たちの立つ舞台や校舎は、成功を収めていた温泉地で唯一経営難となり閉鎖に追い込まれた水泳場のプールあとを廃物利用したものであった。よって、元はと言えば、宝塚歌劇団は宝塚新温泉地における利害打算の所産であった。しかし、小林一三はこの宝塚歌劇団に自身の独特な「国民劇」構想を重ね合わせようとしていた(3)。経営上、より良質の舞台をより安価に提供するには、より多くの観客が収容できる大劇場の存在が必須となる。小林一三は、「国民劇」構想を念頭に置き、いずれは大劇場竣工が可能になるくらいの集客率を誇る良質安価の舞台、つまりは大衆的な舞台を、宝塚歌劇団という女性集団芸能によって実現することを見据えていたのである。
ということは、無論、中世以前のように男客のみを相手にするのではなく、女性・子供を含む民衆全体を客層の対象としなければならない。小林一三はまず、前代までの女性集団芸能がひきずる性のイメージを払拭することに努めた。宝塚歌劇団草創期当時、舞台に立っていた近代女優は、未だ芸も身も売る前代の女性芸能と完全に切り離されてはいなかった。そのため、小林一三は演技者を女優ではなく生徒と呼び、かつ組織モデルを学校とし、そのモットーを「清く正しく美しく」と繰り返した。また、演技者の身の上を少女かつ未婚でなければならないとし、更には良家の子女を育てる良質の「花嫁学校」としてのアピールまで行った。小林一三が経営のトップに立っていた箕面有馬電気軌道が大正2年から刊行した『山容水態』というPR誌では、度々宝塚歌劇団の公演の演目、配役、内容紹介、そして団員募集の告知ページが特集として組まれたが、そこでは「清浄無垢」、「上品」、「優美」、「天真爛漫」などの美辞麗句が連ねられた(4)。しかし、それでもやはり宝塚歌劇団草創期当時に観客の多くを占めるのは男性であって、加えて大正期の旧制中学や高等女学校では、当時活動写真と呼ばれた映画館と並んで宝塚観劇を禁止する例が多く見られた(5)。
契機は1930年代に男役スターが誕生したことであった。当時は日中戦争の真っただ中であり、戦時体制下の厳しい検閲や、戦争に対して演劇を軟弱なものと捉えるジャーナリズムの言説などによって、宝塚歌劇団の観劇は特に男子教育機関等で禁圧されるようになった。戦時下の禁圧による男性客の宝塚メディアからの退場は、相対的に女性ファンの占める役割と力を大きなものにした。女性たちは、宝塚観劇をする中で、より美しくより優れた同性に対して抱く強い憧れや、生徒たちの若さゆえの力強さと儚さや舞台人としての精進に手を差し伸べたくなるといった庇護者意識を背景に、宝塚スターを育み選別する力となった。また、同性への強い憧れは同一化の願望や競争心へとつながり、昭和11年には、宝塚音楽学校の入試倍率が約十五倍にまで膨れ上がるような過熱ぶりだった。時代は前後するが、小林一三が宝塚歌劇団の前身であった少女唱歌隊を組織するきっかけとなった、三越呉服店の少年音楽隊は、昔ながらの小売業に従事する奉公人のイメージを払拭し、いわば児童労働の概念を浄化する存在として商品宣伝に利用される存在であった。そのため、少年音楽隊は子どもたちの憧れの的となり、子ども連れで三越に足を運ぶ客が多かった。少女唱歌隊やのちの宝塚歌劇団も同様で、華麗な舞台へ憧れる幼い子女らが後を絶たなかったための受験人気であると伺えるだろう。こうして男性だけでなく、女性や子供を含む広い一般客層に受容されるようになった宝塚歌劇団は、女性集団芸能の大衆的確立をもたらしたのであった。
　

4.小林一三について

　日本の女性集団芸能の在り方を一新した宝塚歌劇団、その生みの親である小林一三。3章で、宝塚歌劇団を創立・存続させる上での、小林一三の経営的才覚の影響は見てとれるだろう。しかし、小林一三には、宝塚歌劇団を創立・存続させる上では、経営的才覚の影響の他にも更なる要素の影響が考えられる。以下でそれを検討していきたい。
4-1.文芸者として
　小林一三の人生における履歴は、阪急電鉄、阪急百貨店から宝塚歌劇団、東宝映画の創始に至るまで、実に華々しい。ゆえに小林一三と聞くとひとえに「経営者」として捉えられがちである。しかし、実際の小林一三とは、その華々しい履歴の裏で、死後編集された全集だけでも七巻に及ぶ夥しい著作を残した「文筆家」であり、自らが創設した少女歌劇団のために数多くの物語を書き下ろした「脚本家」であり、晩年には実業家としての生活の疲労を癒す心の潤滑油として茶を好み閑静な世界を愛した｢茶人｣でもあった。

昭和6年に当時五十八歳だった小林一三が、作家の直木三十五と対談した折に未練を語ったように(6)、彼には若い時分から小説家として大成したいという願望があった。小林一三は、明治21年に当時まだ福沢諭吉が学長を務めていた頃の慶應義塾に入学し、入学するやいなや、所属する寄宿寮の機関誌の主筆を担当した。また在学中には、故郷山梨の地方誌である山梨日日新聞にて、「練絲痕」という小説を発表した。自身のイニシャルIKをもとにした靄渓学人というペンネームで、九回ほど連載したこの作品がいわゆる処女作であった。この作品は、処女作であったり、題材にしたラーヂ氏殺害事件の犯人として警察から容疑をかけられたために執筆を中止せざるを得なくなったりしたためか、小林一三にとって大変思い出深いものであったようである。この頃芝居にも興味があったために、引き続き学生の時分に、国民新聞より劇評を依頼され「歌舞伎座に劇評家を見るの記」を書き下ろすも、没書とされるような経験も重ねている。慶應義塾卒業後も、群馬県の地方誌上毛新聞に、当時の地方新聞誌上では珍しかった挿絵を入れた画期的な時代小説「お花団子」を三十三回にわたり連載したり、文学雑誌『この花双紙』に短編読切の小説「平相国」を発表したりと、小説家のタマゴとして着々と力を蓄えつつあった。そのため、小林一三は将来小説家として身を立てることを見据えた上で、大学卒業後の進路として、文章を書く機会の多い新聞社に就職することを切望していた。しかし、慶應義塾の先輩で、大阪毎日新聞創立に功のあった渡辺台水と供に都新聞へ入社するという話が破談したため、小林一三は止む無く三井銀行へ入社することになり、一度は小説家への夢を絶つこととなる。三井銀行に入社した後も、小説家への夢に未練のあった小林一三は、女性関係の素行の悪さを伴って、東京、大阪、名古屋の各支店を転々とする、うだつの上がらないサラリーマン時代を過ごす。しかし、そのような状況の中でも、明治31年の名古屋支店勤めの際には、名古屋銀行の杉野喜精と供に『名古屋銀行青年会雑誌』という地方の同盟銀行通信録を企画・発行したり、翌年明治32年の大阪支店勤めの際には、『業務週報』という三井銀行初となる業務報告用機関誌を発行したりと、内容は小説ではないにしろ、何かしらの文章を書く仕事に携わる機会を得ていた。
明治40年に三井銀行を退社し、その年の3月に阪鶴鉄道監査役、6月に箕面有馬電気軌道専務取締役に就任するも、翌年の10月には日本最初のPR冊子といわれる「最も有望なる電車」なる宣伝パンプレットを発行するなど、小林一三の執筆活動は経営者としての歩みを始めてもなお衰えなかった。前述した内容だが、大正2年の7月に宝塚歌劇団の前身となる宝塚唱歌隊を組織し、大正7年に宝塚歌劇学校を創立したのちは、自ら上演用の脚本を手掛けたり、唱歌集を発行したりするなど少女歌劇団に心血を注いだ。むしろ、小林一三は、小説家を目指していた自らの文学少年としての欲求不満を発散させる機会を得ることのできる場として、少女歌劇団に夢中になっていたのである。例えば、このようなエピソードがある。宝塚音楽歌劇学校の音楽教師安藤弘が雲隠れしたときに、小林一三は一切困った顔を見せず、唱歌集を持ってこさせ、それを糊と鋏でつなぎあわせながらどんどん脚本を作っていったという。そのため、最初の頃は、小林一三自身が座付作者としてつくった脚本は安藤のそれより多かったらしい。実際に、大正3年の秋季公演では、自作の歌劇「紅葉狩」や「村雨松風」を上演したり、翌年大正4年には、それらの宝塚少女歌劇用に書き下ろした、自作の脚本を多数収録した『歌劇十曲』を出版したり、とんで大正14年、15年には続けて『日本歌劇概論』と『続歌劇十曲』を出版したりした。このような少女歌劇団への熱の入れようは、明らかにオーナーとしての、また経営者としての範疇を超えたものであり、それは小林一三自身の純粋な文学青年的情熱を垣間見せる一面であった。こういった宝塚歌劇団に関する出版物の他にも経営者として成功した後は実名にて、経済書やエッセイ、欧米視察後の回覧記に至るまで様々なジャンルの書物を執筆し、年々発行物を増やしていった。
また、小林一三には茶の湯を楽しむ茶人としての一面もあった。明治時代の後半から大正時代の初期にかけて急速に茶の湯が政界・財界の人々の間で一大ブームとなったが、その数奇者中には美術品を通して茶の湯に接近していった者が多くいた。二十代から美術品に興味を持ち、ことに呉春や与謝蕪村のものを好んで蒐集していた小林一三も漏れなくそのコースで茶の世界に入り込んだ。以降、昭和11年に大阪の池田市に雅俗山荘を建てるなどして、経営者としての煩雑さから逃れられる心休まる場としての茶の湯の空間を好んだ。昭和21年の3月に公職追放の身となった際には(7)、その後昭和26年の8月に解除となるまでの間雅俗山荘に閑居し、年に八、九回にのぼる茶会を催した。小林一三の自伝として有名な、昭和28年に出版された『逸翁自叙伝』の書名にある「逸翁」とはまさに彼の雅号であり、彼の有名な二つ名である。この雅号を専ら用いるようになったのは六十歳あたりからで、それまでは逸山（一三）、急山人（箕面有馬の箕有山人）、香坡野史（小林）など色々な号をとっていた。茶の湯を題材にして執筆した書物も多く、昭和21年に『雅俗三昧』、昭和24年に『逸翁らくがき』、昭和26年に『新茶道』をそれぞれ出版した。
4-2.女性観

　宝塚新温泉が営業を開始した明治44年には、雑誌「青鞜」の発刊や帝国劇場の開業など
が起こった。帝国劇場では日本初の女優劇が上演されたが、その際に小林一三は積極的に
その女優達と食事を供にしたり、日本で初めて国際的名声をつかんだオペラ歌手の三浦環
などを見に行ったりした。その中で小林一三新しい時代の女性の力強さに触れ、経営者と
して女性の顧客を獲得することを重視し始める。そのため宝塚温泉地に新たに「パラダイ
ス」というイベント会場をつくり、大正2年以降客寄せの催し物として、「婦人博覧会」や
「婚礼博覧会」、「家庭博覧会」などを次々と開催した。これらは大正の新しい女性を客層
として見据えた小林一三の方針転換であった。なお前述の通り、宝塚歌劇団の起源は「婚
礼博覧会」の余興として催された少女歌劇第一回公演である。また小林一三は、高安やす
子や矢沢孝子などの当時の大阪きっての若手女流歌人の短歌の意匠の新しさを、少女歌劇
の上質のイメージ・ソングとして珍重した。以上のようなことから、小林一三は、一早く
大正以降の新しい時代の女性の持つ可能性に気付き、彼女たちを自らのビジネスの消費者
の対象として、また文化的才能の持ち主として、高く評価していたことが伺える。
5.おわりに
　小林一三が創立した宝塚歌劇団によって、日本の女性集団芸能は近世以前の性を伴う色
物的な対象としてのイメージを払拭し、男性のみでなく女性や子供を含む広い一般層に受
容されるようになるという大衆的確立を果たした。これは、阿国歌舞伎では完全には達成
されなかった、女性芸能者の「性」と「芸」を完全に切り離し純粋な役者としてのそれ以
降の地位を揺るぎないものとしたという点で、日本の芸能史上においても大変革新的なこ
とであった。しかし、宝塚歌劇団誕生以前以後で、女性集団芸能者の「性」の立ち位置は
変化したが、女性集団芸能者の「芸」の中心的部分－時に男装をし男性名を名乗り歌や舞
いを披露する－はほとんど変化していない。「芸」の中心的部分を変化させずに、女性集団
芸能を一新させることが出来たのは、ひとえに小林一三自身の力にあると言えよう。出雲
阿国は芸術家としては一流であったが経営者としては秀でていなかったため、阿国歌舞伎
の人気を存続させることが出来なかった。それにうって代わった女郎歌舞伎の亭主はその
逆で、経営者としては秀でていたが、女郎歌舞伎に芸術性を見出すことが出来なかったた
めに風紀規制にあってしまった。その点小林一三は、経営的才覚も文芸的才覚も兼ね備え
ていたし、更には女性を高く評価し彼女らの力を発揮させる場を設けることに余念が無か
った。このようにして考えると、小林一三が女性集団芸能史上に登場して、宝塚歌劇団を
誕生させ成功に導いたことは必然的のように思える。小林一三は経営者として数々の華々
しい履歴を持っているが、彼個人の持つ経営的才覚や文芸的才覚そして女性観、それらが
絶妙に組み合わさった成功例として、宝塚歌劇団創立によって女性集団芸能を大衆的に確
立させたという履歴はより高く評価されていいだろう。
註
(1)女は後漢時代の婦人のような細く曲がった眉をし、悲しんで泣いた後の顔に見せようと
して、白粉を塗ってから目の下だけを薄くぬぐう化粧法をしたり、足が弱くて体がしゃん
としない風を装って少し腰を曲げて歩いたり、虫歯が痛むような顔つきで笑ったり、朱を
さしたり、白粉をつけたりし、歌をうたい、みだらなそぶりで男を惑わす。（高野:2005）
(2)女らしさを強調する傀儡女が忌避され、男らしさを強調する男装の白拍子姿が歓迎され
てゆく推移は、武士の気風を考えればごく自然に理解できる。（高野:2005）
(3)「国民劇」とは具体的には、「一、能楽・歌舞伎・文楽などにたいする観客の親しみをベ
ースに、純然たるセリフ劇ではなくなんらかの形での音楽劇であること　二、学校教育を
通じて邦楽より洋楽の素養を深めることとなった世代を次世代の観客層のターゲットとし
て、音楽は洋楽（あるいは邦楽の旋律を演奏する場合にも洋楽器をもちいる）にすること」
というのが、小林一三の主張だった。（川崎:2005）

(4)大正3年4月号の『山容水態』で組まれた「婚礼博覧会と少女歌劇団」という特集では、
「其の美しい装ひ、麗な容貌、天女が物云ふ如き声音は、如何にも幽艶な心地がして、華々
と飾られたるパラダイスの周囲と相応じて、夫れこそ何とも云ふことの出来ぬ好ひ感興を
惹起す」と紹介された。
(5)大正7年7月に発行された宝塚歌劇団の機関誌『歌劇』創刊号には某旧制中学校校長の
肩書による談話「宝塚少女歌劇見物禁止に就いて」が掲載され、その談話によれば「磁石
が物を吸いつける」ような危険な引力を宝塚歌劇団がもっていたという。

(6)小林一三は直木三十五に向かって、「私は政治には興味はございません。私はむしろ実業
家より、私こそ貴方のちょうど反対で、もうちょっと年寄ってから、何時出来るかわから
ぬけれども、これでまだ大衆作家になって大いにウケるものを書いてみたいと思っていま
すね」と語った。

(7)昭和20年10月に幣原喜重郎内閣の国務大臣に就任するも、昭和21年3月に公職追放にあい辞任。
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